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中
国
漁
船
に
よ
る
公
務
執
行
妨
害
等
被
疑
事
件
に
つ
い
て
九
月
二
十
四
日
に
那
覇
地
検
が
行
っ
た
記
者
会
見
の

内
容
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日
に
発
生
し
た
中
国
漁
船
に
よ
る
公
務
執
行
妨
害
等
被
疑
事
件
に
つ
い
て
、
九
月
二
十
四
日
午
後
二

時
三
十
分
、
那
覇
地
検
が
記
者
会
見
を
行
っ
た
。
そ
の
場
で
、
鈴
木
亨
次
席
検
事
は
、
「
漁
船
が
巡
視
船
『
み
ず
き
』
に
故
意

に
衝
突
さ
せ
た
こ
と
は
証
拠
上
明
白
」
と
し
な
が
ら
も
、
被
疑
者
で
あ
る
�
其
雄
船
長
に
つ
い
て
「
処
分
保
留
の
上
、
釈
放
」

と
い
う
検
察
庁
の
方
針
を
発
表
し
た
。

鈴
木
亨
次
席
検
事
の
発
言
は
、
私
も
含
め
て
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
は
耳
を
疑
う
内
容
で
あ
り
、
生
命
を
賭
け
て
海
上
に
於

け
る
違
法
行
為
の
取
締
り
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
多
く
の
海
上
保
安
官
を
失
望
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。

私
は
、
「
国
民
の
生
命
、
領
土
、
国
家
主
権
」
を
守
り
抜
く
為
に
必
要
な
法
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
立

法
府
の
使
命
だ
と
考
え
る
者
だ
が
、
い
か
に
法
整
備
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
法
が
適
切
に
執
行
さ
れ
な
い
な
ら
ば
効
果
は
望
め

な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

九
月
二
十
四
日
の
記
者
会
見
で
、
鈴
木
亨
次
席
検
事
は
、
�
其
雄
船
長
を
処
分
保
留
で
釈
放
す
る
理
由
と
し
て
、
「
『
み

一



ず
き
』
の
損
傷
は
直
ち
に
航
行
に
支
障
が
生
じ
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
」
、
「
『
み
ず
き
』
乗
組
員
が
負
傷
す
る
な
ど
の

被
害
の
発
生
が
な
い
」
、
「
衝
突
は
、
巡
視
船
の
追
跡
を
免
れ
る
為
の
咄
嗟
の
行
為
で
、
計
画
性
等
は
認
め
ら
れ
な
い
」
、

「
被
疑
者
に
は
我
が
国
に
お
け
る
前
科
等
が
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
た
。

今
後
、
日
本
人
や
中
国
人
以
外
の
外
国
人
が
船
長
を
務
め
る
船
舶
が
、
海
上
保
安
庁
の
船
舶
に
故
意
に
衝
突
し
た
場
合
に

も
、
前
記
の
四
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
�
其
雄
船
長
と
同
様
の
処
遇
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
中
国
国
籍
を
持
つ
被

疑
者
に
限
定
し
た
処
遇
で
あ
る
の
か
。

二

同
日
の
会
見
で
、
鈴
木
亨
次
席
検
事
は
、
「
我
が
国
国
民
へ
の
影
響
や
今
後
の
日
中
関
係
も
考
慮
す
る
と
、
身
柄
を
拘
束

し
て
捜
査
を
続
け
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
」
と
発
言
し
た
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

「
今
後
の
日
中
関
係
」
と
は
、
具
体
的
に
何
か
。
ど
の
よ
う
な
日
中
関
係
を
築
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の

か
。

�

ま
た
、
こ
の
文
言
を
入
れ
る
契
機
と
な
っ
た
事
象
は
何
だ
っ
た
の
か
。
例
え
ば
、
記
者
会
見
日
ま
で
の
中
国
政
府
の
言

動
、
外
務
省
や
官
邸
か
ら
の
示
唆
な
ど
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

�

今
後
は
、
日
中
関
係
を
良
好
に
保
つ
為
に
、
中
国
国
籍
の
者
が
日
本
領
海
内
で
公
務
執
行
妨
害
や
漁
業
を
行
っ
た
と
し

二



て
も
、
身
柄
の
拘
束
や
捜
査
は
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

�

中
国
に
帰
国
し
た
�
其
雄
船
長
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
対
し
、
「
日
本
側
は
、
繰
り
返
し
私
が
入
っ
た
場
所
が
日
本

領
海
だ
っ
た
と
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
私
は
拒
否
し
た
。
私
が
死
ん
で
も
釣
魚
島
（
魚
釣
島
）
は
中
国
の
も
の
だ
。

今
後
も
釣
魚
島
で
漁
を
し
て
い
く
」
と
答
え
た
旨
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
地
検
は
「
今
後
の
日
中
関
係
」
を
釈
放
の

理
由
と
し
て
い
る
が
、
今
後
、
�
其
雄
船
長
が
日
本
領
海
内
で
漁
業
を
行
っ
た
場
合
、
「
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る

法
律
」
第
三
条
違
反
等
の
容
疑
で
身
柄
の
拘
束
や
捜
査
を
行
う
こ
と
は
無
い
の
か
。

�

今
後
、
中
国
国
籍
以
外
の
者
が
日
本
領
海
内
で
漁
業
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
身
柄
の
拘
束
や
捜
査
な
ど
法
に
基
づ
い
た

対
応
を
行
う
の
か
。
そ
れ
と
も
、
違
法
行
為
を
行
っ
た
疑
い
が
あ
る
者
の
国
籍
に
よ
っ
て
、
当
該
国
と
日
本
と
の
外
交
関

係
の
重
要
性
を
判
断
し
て
対
応
を
決
め
る
の
か
。

�

こ
の
釈
放
理
由
に
つ
い
て
は
、
公
正
公
平
に
法
を
執
行
す
る
べ
く
日
々
取
締
り
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
海
上
保
安
官
の

士
気
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
、
違
法
行
為
の
疑
い
が
あ
る
者
の
国
籍
に
よ
っ
て
職
務
執
行
の
是
非
を
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
迷
い
を
生
じ
さ
せ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る

が
、
如
何
か
。

三



�

既
に
、
複
数
の
自
衛
官
か
ら
、
「
中
国
軍
の
脅
威
か
ら
領
土
や
領
空
を
守
る
為
に
日
々
命
懸
け
で
遂
行
し
て
い
る
任
務

に
つ
い
て
、
虚
脱
感
を
覚
え
る
」
と
い
う
旨
の
声
を
伺
っ
て
い
る
。
今
回
の
検
察
庁
の
判
断
が
、
防
衛
の
第
一
線
で
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
自
衛
官
の
士
気
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
も
な
っ
た
と
は
考
え
な
い
か
。

�

検
察
庁
が
決
め
る
処
分
は
、
法
と
証
拠
に
基
づ
い
て
、
被
疑
者
の
国
籍
や
当
該
国
と
の
外
交
関
係
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
公
平
且
つ
公
正
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
考
え
方
を
問
う
。

�

鈴
木
亨
次
席
検
事
が
述
べ
た
「
我
が
国
国
民
へ
の
影
響
」
と
は
、
具
体
的
に
何
か
。
こ
の
文
言
を
入
れ
る
契
機
と
な
っ

た
事
象
は
何
だ
っ
た
の
か
。
例
え
ば
、
レ
ア
ア
ー
ス
の
輸
出
停
止
か
、
フ
ジ
タ
社
員
の
拘
束
か
、
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

四


